
八王子城跡（八王子市） 築城年代：天正15年（１587年）、築城者：北条氏照

　　　八王子城へのアクセスの途上には幾つもの案内板が立っていてその知名度が感じられる



　　　　　　ガイダンス施設→管理棟→大手門→古道→曳橋→虎口→御主殿跡→御主殿の滝→金子曲輪→小宮曲輪→本丸跡→八王子神社→松木曲輪→



　　　→北条氏照及び家臣墓→宗関寺と順に見て行こう/本丸跡の西側には詰城があるようだ



前方の深沢山を中心に八王子城跡が展開する/山上の「要害地区」、山麓の「居館地区」、城山川の下流には「根小屋地区」 が広がる



少し手前右手にある八王子城跡ガイダンス施設/この辺りは「根小屋地区」で、城への大手口として城下町の一部を形成したらしい



　　　　ガイダンス施設の外壁は校倉造風のコンクリート打ち放し仕上であった



　　　　　　駐車場に立つ標柱



　　　　さて、しばらく進むと八王子城跡管理棟がある/右手に登って行くと「要害地区」、左手を進んで行くと「居館地区」となる



　　　　　　管理棟の辺りは近藤曲輪跡と云うらしいが



　さまざまな説明板が所狭しと並んでいる



　　　　山頂部に本丸を構え、東を城の大手（表口）、北を搦手（裏口）としている



八王子城跡ガイダンス施設　資料より



八王子城跡ガイダンス施設　資料より





　　縄張図をアップにしたところ





　　　　　山麓の「居館地区」



　　　　立派な標柱も立っている



　　さて、「居館地区」へと進もう/橋が架かっているが、これは沢を渡るためのもの



　　右手に管理棟からアシダ曲輪へ渡る橋が見える/下は巨大な堀切のような沢



この道を進むと御主殿跡へ辿り着くが、この道は近年の林道で、左手の城山川（堀の役目をした）の向こう側に大手道が通っている



橋を渡ると正面にこんな風景が現れる/正面前方の橋の下は堀切/左手に大手の門があり、大手道は橋を渡って右手に登って行く



　　アップで見たところ/橋の下は前方の太鼓曲輪からの堀切



　　　　　　　左手に進むと正面に説明板が立っている



　　　　　　ここが大手の門跡





　　大手の門跡から御主殿跡へと大手道を前方に進もう



　　　　　右手に説明板がある





　　更に進むと左手にも説明板がある





　正面は対岸の御主殿跡へ渡る曳橋/下を流れるのが城山川



曳橋の向こうに御主殿跡の石垣が見える









　　　　　橋台石垣も見てとれる



　　　　　　曳橋を渡ったところ





　　近年の林道を進んでくるとここに至る



右手に折れると前方に説明板が見える





　　　　御主殿虎口/途中の踊り場には櫓門があったようだ





　　　　「コ」の字形に折れ曲がった先には冠木門がある



　　　　ここが御主殿跡（城主北条氏照の居館跡）/東側から西方向に見たところ









　御主殿跡を東側から西方向に見たところ/正面前方の辺りから右手に山を登って行く道が「殿の道」で、山王台へ行けるようだ



　　　　　　御主殿跡を西側から東方向に見たところ



　　　これは南側の土塁を西側から東方向に見たところ



　　　　その土塁上から南側の曳橋を見下ろしたところ



　　　　　　その左手を見たところ/前方右手の沢向いに太鼓曲輪が展開する



　これは「会所」





　これは「主殿」





　　　　　　これは「庭園遺構」





　これは「塀跡」





　　　　　　これは「敷石通路」





　　　　　　これは「道路状遺構」





　ここから舶載磁器が集中して出土した





　　　　　　これは「掘立建物跡」





　これは「塀跡」





　　これは「塀跡」と「道路状遺構」







　　そして、これは御主殿跡の南下にある「御主殿の滝」





　　さて、アシダ曲輪（有力な家臣の屋敷跡らしい）付近を見てみよう



八王子城跡ガイダンス施設　資料より



これは管理棟からアシダ曲輪へ渡る橋



　　　　　ここを上がって行くとアシダ曲輪/左手は山下曲輪（アシダ曲輪に含まれるのか）というらしい



　　 　　　　　前方に建物が見える



　　　　ここがアシダ曲輪/東側から西方向を見たところ



　　　これはアシダ曲輪にある観音堂





　　福善寺観音堂とある



　　西側から東方向に見たアシダ曲輪



　　アシダ曲輪の南側にはこのように土塁が築かれている



　　これは更に西側の平場/東側から西方向に見たところ/ここを進んでいくと御主殿のエリアに至るようだ



　　　　　　　その平場を西側から東方向に見たところ



　　　　　　この平場にはこんな石造物が幾つもあった



　　さて、今度は管理棟の右手の道を進み、山上の「要害地区」へと行ってみよう



　　　八王子神社の鳥居が立っている/標柱に八王子城本丸方面と記されている



　　ここを左手に折れて新道を進む/まっすく行くと旧道らしい



　　　少し行くとここにも鳥居があり、ここから深沢山（城山とも云う）を登って行く



　そこから左下を見ると先程見たアシダ曲輪の平場が見える/右手が観音堂/一段下の平場は山下曲輪か



　　　さて、こんな道を登って行く



　　　　　左手には何段にもなった小さな平場がある



　　　　　それらの平場を上から下へ見たところ/腰曲輪（金子曲輪）のようだ



　　更に登って行くと金子丸がある



　　　　　　「尾根をひな段状に造成し」というのは、先程の腰郭のことのようだ



　　金子丸を上から下に見たところ



　　　　　　更に上に登って行く



　結構ハードだ



　　　　　暫くすると平場がある



　ここは柵門跡





　　　　　その右手はこんな感じ/この道が旧道のようだ



　　　　　　　左手に進むと石碑が立っている/ここを右手に登って行く/左手の小道を行くと山王台というところに行くようだ



「邦井天界霊」と記されているのか/修験先達の慰霊碑のようだ



　こちらにもある



　　　　　　こんな道を更に登る



　　　この先に小さな平場がある



　ここは高丸跡



　　左手に更に登って行く/この上は何やら開けている感じ



　　　　　　　尾根道にちょっとした平場がある/腰曲輪であろうか



　　　　　そこから左手（南方向）を見たのがこの景色



　　　　　　さて、ここで右上に斜面を直登してみよう



　　　登った先には平場が見える



ここは小宮曲輪



　　　標柱と説明板が立っている



　　　　　　小宮曲輪は三の丸とも一庵曲輪とも呼ばれていたと記されている



　別の角度から小宮曲輪を見たところ



　　　　さて、ここを更に進んでみよう/北方向に向かう



　　こんな感じ



　　　　　　　左手に折れていく



　　いよいよ、この上が本丸のようだ



　　　　本丸の虎口が見えてくる



ここが本丸跡（山頂曲輪とも云うらしい）





　本丸の虎口を上から下へ見たところ



　　　西側から東方向に見たところ



　　「八王子城本丸趾」と記された石碑



　　　小さな祠が一つ建つばかり



　　　東側から西方向に見たところ



　　　　これは西側を見下ろしたところ/平場らしきものがある/腰曲輪だろうか



　　　　　　東側にはこれも虎口のような道筋があった



その左下を見ると、ここにも平場がある



　さて、本丸を下りて南下を見ると八王子神社の建物が見えた



下へ降りてみる



　　　　　　説明板が立っている





　　　　上に八王子神社がある



　　ここから登る



　　ここが八王子神社で中の曲輪と云うらしい/左手前方の一段高い辺りは松木曲輪



　　　横地社由来記



　　　　　　この上が松木曲輪



　　　　　　そこから振り返って中の曲輪を見たところ



ここが松木曲輪



　　　　　　説明板が立っている



　　　　　　　松木曲輪は中の丸とも二の丸とも呼ばれていたと記されている



　　　　　こんな八王子城の古絵図の銅板パネルもあった



　　松木曲輪から南側を見たところ



　　　これは南下から松木曲輪を見上げたところ/石垣は後世の物か



　さて、松木曲輪西にあるトイレ脇から西方向へ進んでみよう



　　　少し行くとこのような手押しポンプ式の井戸があった



　　更にこんなところを進んで行く



　いやはや大変



　　　この先が一段高くなっている



　　　　　　　平場になっている



　ここは無名曲輪というところのようだ



　　　　これは無名曲輪から下を見たところ/下にも平場（腰曲輪）があるようだ



　ここを更に西方向へ行くと大天主と呼ばれる「詰の城」があるようだが時間的に断念



周囲には石積みのような跡が見られる



　　　さて、次は「北条氏照及び家臣墓」へ行ってみよう



　　　　　ここを左手に登って行く



　　　前方に説明板が立っている





　　　　　中央が北条氏照の墓



　　家臣の墓



　　　　　　ここは近くにある宗関寺/北条氏照の菩提寺



鐘楼の梵鐘は八王子市の指定文化財



　　その梵鐘



　近くには綺麗に咲く桜の木があった



　　　「澄ちゃん櫻」と云うようだ
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